
第１５回検討委員会 

 （第 14 回に引き続き）オープンスクエア、意見交換のまとめ作業（素材抽出作業） 

 ① 作業の対象 ＰＴＡとの意見交換 「子どもと親が共に育ち合う環境づくりについて」（９班分） 関東学院大学・出石ゼミの学生との意見交換            「若者が自治に関わるためにどうしたらいいか」（２班分） 
 ② 担当分け 

 ③ 事前準備 準備作業１ 気になった意見（ポストイット、くくりの部分）にアンダーラインを引く 準備作業２ 図を見て(読んで)、気づいたこと、思いついたことなどをメモする 準備作業３ 他の回（自分の分担以外）にも目を通す 
 ④ 作業内容（例：第１回ＯＳ分） ・第１回ＯＳの１班分から順番に作業をする。 ・１班の中で、事前準備作業１でアンダーラインを引いた意見をポストイットに記入し  まとめ用模造紙へ。 ・２班から４班まで順番に書き出したポストイットをまとめ用模造紙へ。 ・気づいたこと、思いついたことも含めて、ポストイットを活用しながらまとめ用模造紙を整理。 ・第１回ＯＳ分のまとめ作業完了。 ・自分の分担以外の作業で気づいたことがあったら担当者へ伝える。 

 ＊ 前回の「第 8 回ＯＳ」分と同じく、「ＰＴＡとの意見交換会」は班の数（模造紙の数）が多かったので、２グループに分けて実施します。

作業分担 グループ メンバー 第１４回 第１５回 第 1グループ 廣井、高松、森谷、野坂 事務局 第 8回ＯＳ （３班分） ＰＴＡ （５班分） 第２グループ 片野、金井、椎野 事務局 第 8回ＯＳ （３班分） ＰＴＡ （４班分） 第 3グループ 木下、瀬戸、池田 事務局 第 8回ＯＳ （３班分） 関学意見交換 （２班分） 

資料１ 



ＰＴＡ連絡協議会との意見交換会 

１班 (１０名) ４３件 

 

場 作場 作場 作場 作 りりりり    ふれあいスポーツフェスティバル 新玉小学校区で、５自治区の合同県民祭。各子供会単位で競技する。 スポーツ少年団や塾で、子供同士で遊んでいる姿をあまり見かけなくなった。 スポーツクラブ 非営利的に運営されている。小学校での各種スポーツクラブ。(サッカー、野球、バスケ) ＰＴＡと自治会の関わりが、三の丸小では皆無 現場の判断・決定から学校を作っていこう。 

自転車置き場をもう少し増やしてくれるとありがたい。 子供達が、 地場産業に関わると地域に愛着がでる。 子ども達が、 自由に遊べる広場が車無しで行けるとよい。 保育園の数が 少なく、保育料が高い。 

自然なもの 自然な学校を。 小田原市民が楽しみにできる祭りをもっと増やして 
(昔の盆祭りなど) 子供と一緒に参加できるイベントが少ない。 また、あってもインフォメーションができていない 
(小田原市内で) 家族(子供と一緒)で出掛ける場所が少ない。 
(１日中、子供と遊べる場所がない) 

連 携 強連 携 強連 携 強連 携 強 化化化化    

家家家家 ・・・・ 地地地地 ・・・・ 学学学学 のののの    

族 域 校 

地 域地 域地 域地 域 と のと のと のと の 関関関関 わわわわ りりりり    未来に進んでいる限り、大人も子供も同じ人間。 ・助け合う    社会の確立 ・カミナリおやじを  復活 大人で忙しい人が多い。もっとゆとりのある生活が送れる国でありたい。 
ひま～な 学校にしよう・・・ 学校を もっと地域の方に知ってもらう機会をつくりたい。 

自治は、子供の時から 学んでいこう。 →生徒会を    本当の教育に 地域の行事に多くの住民が参加する。 地域の関係を深めるのに、ＰＴＡが果たす役割は大きい。 

地区懇談会 城山中学地区 ５自治区の懇談会 育成協議会、自治会、ＰＴＡ、教職員の協力で開催 中学校と地域の団体がお互いに活動で協力をお願いするような場が定期的にあるとよい。 部活動と地域行事が、両立できる仕組みを考えたい。 

向こう三軒両隣 触れあいを通して、地域が子どもを通じて関わり合うことに思う。 ＰＴＡでも子ども会でも、一人で何役もやってくれる人がいるけど・・・ ＰＴＡ行事に出席しやすくするため、 託児導入 

子供を守る！！ 地域の皆様と防犯パトロール。 保護者不在を 戒めたい。 ＰＴＡの活動が、 一般の会員(保護者)になかなか行き渡らない？ 
大人大人大人大人とととと子供子供子供子供のののの関関関関わわわわりりりり    大人と子供の 共同作業の場が大切。 小田原市民である意識が低い(子供達含む) もっと一生過ごし、 生活したくなる まちづくりが必要。 

先輩の方ともう少し触れ合える機会があるといい 子ども同士の関わり合いが気になる。 
(親が口を挟みすぎ) 学校生活の中で、 細かい事を問題にしすぎる。 

子供の中の 無限の宇宙を 理解しよう 子供会   ↓ 青壮年会   への流れ 
登下校時 あいさつする子供が少ない・・・ 顔を知っていると 案外声を出してくる 
少子化が進み過ぎ。 地域存続の危機。 

あいさつが大事。 朝のあいさつ。 ありがとう、 すみません等 
中一ギャップ 対策を。 中学校ＰＴＡ様 関係機関 

マナーを守れない大人が、親になってきたために、子供本人が、マナー自体を理解できていない。 子供の遊びが、バーチャル
(ゲーム)とか間接的な触れあい(携帯メール)で、直接的な生のコミュニケーションがとれない(苦手）になっている。 小田原市に限らず、 ２学期制は見直すべきではないか？ 



ＰＴＡ連絡協議会との意見交換会 

２班 （９名） ２７件 

 

 

 

 

なぜ、 基本条例が、必要なのか答えられる人がいない。 役員の なり手がない 毎年ＰＴＡ役員のなり手が少なく、推薦委員がとても苦労している。 ｢委員になると大変｣という思いが強いようである。勤め先でＰＴＡ役員が理解されるような仕組みができないものか？ 自治会にしても、ＰＴＡにしても、参加する人はいつも同じである。多くの人に参加してもらえるか？ 
役役役役 員員員員    

        不不不不 足足足足    

地地地地 域域域域 のののの 問 題問 題問 題問 題 点点点点    

地域など世代間の 情報のギャップ。 
(共有するには･･･) 世代間交流が、 うまくいかない 子供が外で遊んでいると、近所の人に怒鳴られる。 子ども会に、入る子どもが少なくなってきている。 学区と自治体の 不一致。 子ども会に協力しないスポーツ団体があるのではないか。 山王地区には、自治会、婦人会、老人会、体育振興会、子ども会などなど、たくさんの団体があり、それぞれに活動はしているが、横の繋がりは少ない。せっかくの活動が他に伝わっていかないのは、もったいない。 

おすすめしたい取り組み 地域の方が、小学生の下校時、家の前にでて、子どもたちを見守っていてくださっています 
山王小での取り組み スクールボランティアコーディネーターさんが、地域の方に声をかけてくれて、サマースクールで地域のお年寄りが学校で子どもたちに色々なことを教えてくれた。それを契機に子どもとお年寄りの文通が続いている。 新玉地域の取り組み 
(学校、子供会、体協) 新玉スポーツフェスティバル お父さんの学校や地域への参加が出来るような条例を作ってほしい。 

おすすめしたい取り組み ・ スクールボランティア 保護者だけでなく、地域の方でも学校に来て、授業等のお手伝いをしてくださいます。 
山王小ＰＴＡは、｢なぎさ会｣という本部ＯＢ会がある。６月末に総会があり、夏休み前には、ＯＢ＋地域の方で学校の修理等を行っている。今年は、ＰＴＡバザーに合わせＯＢの協力でグラウンドでミニ新幹線を走らせた 

地 域地 域地 域地 域 でででで のののの    

良良良良 いいいい 取 組取 組取 組取 組 みみみみ 

ＰＴＡの中で、先生の役割が分からない 校長先生の決定権の範囲を拡大してほしい。 給食をなくすか、やるんだったら、もっと良いものにする。 今のような貧弱なものなら無理矢理食育に結びつけるのは無理。 教育委員会の人が 教員か教員あがりの人ばかりだが、半分はＰＴＡとか一般の人を使うべきだ。 教育長は、 選挙で選ぶ。 
小学校の教科の充実。 音楽や美術、体育の 教師、指導者の充実 教員の育成の 仕組みづくり ２学期制のメリットは、 少ないので、３学期制に戻す。 教育(費)予算を増やしてほしい。教育を受けたい人が、自由に学べるように 教育予算を増やす。 

教 育教 育教 育教 育 のののの 充充充充 実実実実    
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３班 （９名） ３５件 

                                    子子子子どもとどもとどもとどもと大人大人大人大人がががが育育育育ちちちち合合合合うううう環境環境環境環境づくづくづくづくりりりり    
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地域の子どもの栄誉を地域でたたえ合う。 
先生と大人が、 もっと一緒に作業や考えを行うべきだ。 横断幕やチラシを 作って盛り上げる。 ボランティアの人手減少。 ＰＴＡ同志が交流すると、新しい何かが生まれるのでは？ 学区でお子さんを 紹介し合う。 中学生になっても、親が子供を見守るサポートを。 今や大人が、 遊びの環境づくりをサポートする時代になってしまった。 地域の事を 共に学ぶ機会を。 小中学生の 奉仕活動の義務化 

地地地地 域域域域    自治会加入    の義務化 魅力ある 子ども会組織を作る。 子ども会を 育てていく地域。 学校外(実際の地域)では逆に、子ども会未加入率の増加など、繋がりが希薄に。だからこそ、ＰＴＡにその役割が重く求められるようになったのかな？と思います。 中学生の話を聞くと、とても忙しそうです。なかなか地域と協働するのは難しいのでは な い で し ょ うか・・・。 

自治会の高齢化    ↓  若返りを 自治会の 世襲制を廃止。 持ち家と借家(マンション)との垣根を越えて。 仲間を増やしたい 地域 (防犯ボランティア、環境サークル、育成会)のおじいさまは、協力的。 はりきっている・・・親は！？ まずは、親！！ 

地域で 子どもを育てる為には。 地域の人を知る。 地域をもっと知ることが町を好きになる事。 地域とスポーツ少年団との連携。 おすすめ 地域の方の力をお借りして、学校内の美化。(校庭の樹木の手入れ)や防犯
(校外、校内の見回り)をしていただいています。 

親を育てる ＰＴＡ 和和和和    
環環環環    

話が聞けない子。 家庭での 会話を大切に ・元気じゃない子。 ・障害のある子。 地域もＰＴＡも色々な子に目を向けよう。 様々な子どもが いることを気がつくことも大切ではないでしょうか。 子ども(小学生) には、自然の中で遊ぶことが大切である。 

学校行事は、 家族皆が楽しむ。 もっと気を遣わずに教育委員会は情報を伝えてほしい。 その上で 考えましょう。 
育てる・・・ 子どもは先生 大人は？ 当たり前に 親ではない？？ 仕事が忙しく 余裕がない。 子どもと顔を会わさない。 考えていること 中学校になると、保護者は急に学校に来なくなる。子どもとの触れあいもなくなるので、できるだけ学校に来て欲しい。 

家家家家 庭庭庭庭    

共に育ち合う環境づくり 子どもの教育は、 大切である。 小田原の未来は、子どもにかかっている。 
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地地 地地

域域 域域
    

白白白白 山山山山    学学学学 区区区区                友 達友 達友 達友 達 のののの    
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４班  (９名) ５９件  

                                「「「「子子子子どもどもどもども」」」」とととと「「「「おとなおとなおとなおとな」」」」がががが育育育育ちちちち合合合合うううう環境環境環境環境づくりについづくりについづくりについづくりについてててて     

    

 

 

行行行行 政政政政    教育委員会の名ばかり後援は、いかがなもの？ 子どもの職業経験機会を与えてはどうか？
(小田原市独特の職業) →子供が将来的に、 小田原市に職業を求める可能性があがるかも。 楽チンな教育委員会に、優秀な職員を配置する。 つまらない個人情報保護をやめる。 学年の連絡網位、開示しては？ 学童クラブが半端 児童館を作って 欲しい。 

子どもに対する方の施策は、きちんと現場にはかってほしい。 地域の拠点となるべく公民館が古くて、使い勝手が悪い。 希望する部活動が無いため、毎年多数の児童が他学区の中学へ進学してしまっている。     ↓   子供の流出 ジュニアリーダーズクラブの存在を知らない学区子ども会の役員さんがいる。 学校も合わせて ＰＲが足りない。 学校に、地域ジュニアリーダー、その他、育成会の方や子供に関わって下さる方を紹介する。 人が集う 場所も機会も少なすぎる。 ｢コミュニケーション不足｣ 
小田原小田原小田原小田原のめざすのめざすのめざすのめざす 姿姿姿姿    

各種団体・異世代間 受動的な親が多く能動的な親に負担が集中しがちである。 ＰＴＡ 協力する親、全く関わらない親の二極分化を防ぐ為のシステムの構築。ＰＴＡ スポーツクラブと子ども会をうまく繋げるシステム。特に、親。 自治会と子ども会 との連携。 ・区民体育祭 ・祭典など 一部の人が 頑張る仕組みの改善。 昔から住んでいる人 新しい人うまく繋げる仕組み。 

し くし くし くし く みみみみ    Ｐ Ｔ ＡＰ Ｔ ＡＰ Ｔ ＡＰ Ｔ Ａ ・・・・ 教教教教 育育育育    

学校授業等に地域の関わりを増やす。 
教員と親がもっと身近な顔の見える関係。 早川小学校 地域の方に図書館開放している。 →利用が少ないので残念。 学校はＰＴＡの Ｔなのに？ 各クラス１クラスであり、子ども達は、縦の繋がりがある。(触れあい遠足) スクールボランティアが、活発である。(早川小学校) 小学校バザーに 地域老人会が、出店して、子供達と交流が深まった。 子どもは、親の背中を見て育つ。 教育は、教養。 

よい取り組み 

課 題 地地地地 域域域域    地域性を生かした子どもの育成 おやじの会など 地域の子どもを 叱れる文化 (雰囲気)の要請。 地域のオヤジを目指す。おやじの会 早川地区の海岸に子ども達が泳げる地帯がない。 おやじの会と ＰＴＡの連携。 早川、大窪、 共に協力。 

祭り事の参加   ↓ 成人→子供  →中心に 地域内の各団体間の行事日程調整 会議の開催。 地元には歴史的な文化財が豊富だが、 意外と知られていない。 小田原港を 観光港へ。 早川小学校に学校林があります。 その木よりベンチやプランターを作る中で保護者や地域との繋がりがある。 

親親親親 のののの 教教教教 育育育育    登下校時の パトロールを通して挨拶をする。親側。 親子共に、目標を持ち、行動できる運動をする ゲームをのうほうにやらせるような親の再教育 親の レベルアップ。 親も子も 根性がない。 

外で遊ぶ子どもの グループが少ない。 →空き地がない？ 今の子どもは、 忙しい。 子どもに対する ルールが多い。 かわいそう。 不登校児童生徒に対する手厚いケアが必要！！ あいさつが出来ない子が多い！ 親も子も自立していない。 
現在現在現在現在のののの子子子子どものどものどものどもの姿姿姿姿    

防防防防 犯犯犯犯    頑張ってます！ 街灯が少なく 危険。 緊急メールが活用される様になった。 防犯ボランティア 小学校での 登下校時の見回り。 防犯一斉メール 小田原で第１号。 
(早川) 県内一斉 防犯パトロールへの参加 

大人が元気なら 子ども元気。 楽しく明るい ＰＴＡ 健全な(体も心も) 子どもたちの育つ街にしたい。 生まれ育った町 小田原が好きと言える子ども達を増やしたい。 ひとりの人として 自立できるように育てたい。 
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必 要必 要必 要必 要 な こな こな こな こ とととと    小田原を 愛する心を育てる。 声をかけやすい環境 小さい頃からの教育 意識の改革。 大人が感心を持つ。 まずは、地域から 交流を深める。 

子ども会に加入。 子ども会の 組織率を上げる。 学校と地域の関係。 
(保護者) 子ども、大人、共に挨拶が大きな声で出来る様なすすめ。 市の意識。 
(子ども用の施設)        など 

取取取取 りりりり 組組組組 みみみみ    地域のお年寄りに よる下校時の見守り。 ゴールデンオリンピック。 ↑ＰＴＡの参加。 敬老の日の子ども会による太鼓の演奏。 授業の中で 行政の仕事の内容に触れてもらう。 公開授業週間。 小田原に関する授業。 

三世代交流。 餅つき大会。 下府中小の子どもたちを 見守っていくための環境づくり。下府中祭 朝の挨拶運動。 
(通学路に生徒、保護者、地域で活動している団体) 交通安全も含めて。 保護者・住民に呼びかけ。 アルミ缶の回収→生徒に。 運用させる→海外ボランティア活動に役立てている 酒匂川の清掃ボランティアで、生徒が多数参加。 ボランティアの人が、多く参加されるようになったように思う。 地域の年配の人が図書整理に参加されるようになっている。 

『『『『小田原小田原小田原小田原をををを愛愛愛愛するするするする子供子供子供子供をををを育育育育てようてようてようてよう』』』』     

現現現現 状状状状    人任せ。 スポーツクラブ優先。 子ども会加入率半分。 
(親の理由) 夏祭りが、１回途絶えてしまっている。 もちつきがなくなった。 図書ボランティア 低学年に向けて、全員(１年～３年)読み聞かせ。 学校の先生も協力的に行われている。でも、なかなかボランティアの人が増えない。 

役員が 同じ人ばかり。 子ども達が、 あまり外で遊ぶ姿が少なくなったような感じがする。 
子供から大人まで、集まれる公園作り。公園集会場など。 遊び場不足。 現状が 見えていない。 
( 何 年 も 同 じ こと・・・) 大型店舗が多く、 犯罪事故が多い。 

集まる 場所がない。 

提提提提 案案案案    地域のお年寄りと子どもたちとの交流。昔の遊び名人と 遊ぶ。 大型店舗との 意見交換会 子どもたちが、考える子どもの行事。 子ども主催の 子ども会 
(企画は上級生) ボランティアに参加 子供達のイベント。 

子ども主催 のお祭り 自治会主催の夏祭りに、中学生などが運営のお手伝いをするのはどうだろう？ 地域団体(自治会等)との合同事業。 
スポーツ大会開催 
(大人と子どもで) 諸団体が協力し、 世代間交流的な行事をしては。 地域のお年寄りに 手作りカレンダーのプレゼント。 触れあい清掃 親子で触れあいながら、学校をキレイにしていこう！！ 

行政に関わる 授業の実施 あいさつ運動。 



 

 

 

 

通学路における怪我の要因を実際に、清掃の中で父兄で発見して除いていくことが必要ではないか 長女が、中学校に通っていますが、部活動が全員参加です。それは賛成ですが、１年３００日を越える運動系の部活動以外の選択肢が少なく、そこに参加できない長女は、小学校時代の友人と遊ぶ時間もなくなっているようです。色々な子供がいるので、選択肢は多い方が良いのではないかと思います。 ＰＴＡの役員は、 喜んでやろう。 子ども含め、親をもめくいる社会状況が大きく変わってきている気がします。 特に、親自身がゆとりや子どもと接する時間が少なく、子供とゆっくりと向き合えていない現員が増えている気がします。 子供会やＰＴＡ行事の簡素化で繋がりが希薄になってきている。 

学校畑や畑があるので、子供達は物を育てる教育ができる。 子供たちの通学路に対する安全を確保する為に、地域を巻き込んで是非、にぎやかに通学路の安全を守りたい。 昔のようにもっと、先生に威厳をもたせる。 教育委員会が、親に気を遣いすぎ。 学校は地域に開かれるべき。 スポーツ、文化 市民が利用するとか。日中も。 

児童数の減少。  家庭数が少ないので、ＰＴＡ活動も小規模なもの に な っ て くる。 学校だけで、学力はつかないのか。 塾がよいが、当たり前の受験現場。 親世代の 積極性が低い。    ↓ 子供にも影響。 (外に出るとおとなしい) 中学でカルチャーショック。 

学学学学 校校校校    

子どものやりたい事をうまく吸い上げる仕組みづくり。 学校以外何も所属しない。子供達 どう見守るの？ 

ＰＴＡ、子供会 親だけが役員である必要ないのではないか。 
学校と福祉施設と合築していることで、日常的な交流で効果あり。 (豊島区とか) 
友情は、どこでつながるの？携帯の中に人の繋がりがあるの？ 

地域や学校の行事に参加しやすい雰囲気作り。 
地域住民の大体の顔ぶれが分かる。 (人口が少ない為) 青少年の 活動の場を作る。 例えば、お祭りとか。 地域ボランティアグループ４０代～５０代の中では、自分達が子どもの頃、遊んだ自然環境を取り戻そうと竹狩りをして、その企画に子供にも声かけをし参加してもらっている。 うちの地域は、子供会への加入率が９割をこえています。今は、やることがいっぱいあり、なかなか子供会に入ることが少ないようですが、１～６年が集まり、一つのことをやることは大事な事だと思う。 

子供たちの例えば、 ｢小田原｣に対する疑問など、ある程度、解答を用意しておく事も必要かと思います。 小学校を卒業して、 中学生・高校生が地域と触れ合う場が少ない。 年校における担当、担当主査だけにとどまらず、青少年の補導員育成推進委員共に、駐在を巻き込んだ夜間のパトロールの実施を日常的にやってもよいのではないか？(千代学区では、慣例になりつつあります) たとえ、微少な危険情報でも、皆で共有しながら地域の見守り隊(仮)にフィードバックして役に立ててもらいたい。 

地地地地 域域域域    

下曽我地区には、３代４代と一緒に生活している家庭も多く、そういう家庭の子は皆、素直であいさつも出来る良い子が多い。 

町中から離れているせいか、視野が狭い気がする。 地域の行事、健民祭やお祭りに家族で参加し地域とのコミュニケーションをとる。 いつでも誰でもどこでも運動できる場所の確保。 

下曽我小では、｢里まつり｣が開催され、地域の方々と子供達が一体となり文化祭や収穫された米を餅つきし、皆で試食、地域の演奏を皆で鑑賞する企画があります。 おすすめです。 
お母さんの 集 ま る 場 所(情報交換)が必要。 

学校行事等に地域の方達も協力してもらってるが、６０歳～７０歳代の方が多く、働き盛りの４０歳～６０歳代の参加が少ない。 遊びが子供を育てる。 安心して遊べる場所の確保。(公園) 

お父さんの 集まる場所。 (情報交換の為) 
母親の仲間作り ( 母 親 ク ラブ)の様なもの。地域で上下関係なく子育てについて話し合う。 

食育について お母さんしっかり食事を作っていますか。 
モラル 誰が教える 大人のモラル ゆらいでいないか。 小学生(２年)の娘が、携帯を友人が持っているので欲しいと言ってきます。 認めたくありませんが、子供に納得してもらう事が難しいです。 

子供は今も昔も変わっておらず、今の子供をダメにしているのは親の方だと思う。ダメ親の教育が必要なのでは？ 

家家家家 庭庭庭庭    

自自自自 然然然然    自然環境の中で遊ぼう(親子で) 横浜や東京の友人の話を聞くと、学校と子供たちとの関係がとてもぎすぎすしている様で驚かされます。小田原、特に千代周辺は、自然も多くのんびりとした環境で大切にしたいと思います。 運動施設の充実 運動施設はあるにはあるが、大きな石があったりと良い施設が少ない。子どもが安全に思いっきり出来るように。 子どもの健やかな成長には、自然に囲まれた環境で育つのが一番良いと思う。 行行行行 政政政政    本当に子供たちの事を考えた学校に対する予算配分(ハード部分として)耐震、トイレ改修 etc(予算配分の順位付け) 
設設設設 備備備備    

ＰＴＡ連絡協議会との意見交換会 

６班 （１０名） ４５件 



ＰＴＡ連絡協議会との意見交換会 

７班 （９名） ４５件 

 

 

 

 

「「「「学校学校学校学校とととと地域地域地域地域とのとのとのとの関関関関わりわりわりわり」」」」    朝、午後一の保護者へのあいさつ運動。 
(学校参加) おやじの会としてお父さん方が、学校でのボランティアに参加してくれている。 放課後、遊びに行った子ども達の帰宅が遅い。 
(暗～くなって自転車をこいでいる子を見かけると心配。） 

朝の挨拶運動を実施している。 

地域・保護者の つながり 相変わらず、学校に足を運ぶ人は少ない。 地域の方々もパトロールをしてもらって見守られている。 
・｢おやじの会｣ ・駐車場ロープ張り、整備 ・ 校舎内の清掃、階段、廊下の清掃。ピカピカ ・ 体育館、どん帳修理のお手伝い。 開かれた学校 招集かけた時だけでなく、いつでも学校に見に 来れる。 保護者の繋がりが少なく、安全・防犯が心配。 

自治会長さんと 子ども達の面識が欲しい。 子ども達が、地域の大人達と接する機会が沢山あれば良いなと常々思っています。 ・お祭り(秋) ・健民祭 

いろいろなグループが各々活動しているが、横の繋がりが無い。 

自治会の役員を頼みに行くとＰＴＡを受けたからと断られて困る。ＰＴＡの役員は、そんなに忙しいの？ ＰＴＡの諸行事に自治会は大いに協力していると思っているが、 ＰＴＡ側からは不満かどうか分からない。 ＰＴＡ役員と自治会の人との話し合う場がない。どなたがＰＴＡの役員か分からない。 学校区と自治会区が、一致していないので、コミュニケーション不足になる。 

委員決めには、 時間がかかる。 ＰＴＡ本部役員と各委員会の役員決めの方法で悩む。 ＰＴＡ活動への保護者の参加が減少。 
各種イベントに 子ども達をボランティアで運営を手伝わせてみたら？ 

スクールボランティア 図書と読み聞かせ。 スクールボランティア 盛んである。 ｢富士見フェスタ｣ 学校、ＰＴＡ、地域の方々、子ども会、スポーツ団体。 出店やレクリエーションを行っています。 
行政への要望。 １クラスの学級の人数が４０人いると多すぎる気が・・・ もう少し少人数で、学習させたい。 

ＰＴＡイベント準備に授業時間を少し作って欲しい。 学習環境を整えてあげたい。スクールボランティアで、修理等しているが・・・ 学校設備へもう少し お金を使って欲しい。 
スポーツ団体の指導者も子供に関わっているので、是非、学校、ＰＴＡなど、このような集まりに参加して頂きたい！！ 先生の言う事は聞かない！ スポーツ団体の指導者の言う事は聞く傾向がでている。 

小学校と中学校と合同で何かに取り組めたらば、と思う。 ・合唱コンクール ・金魚すくい 

「「「「各種団体各種団体各種団体各種団体のののの共存共存共存共存」」」」    子供会に入る 子供が少ない。 子供会の入会員が少ない。 子ども会に会費を入れてもいいのでは？ お祭りの時のお菓子などもあるので。 

親の・・・負担 ＰＴＡや各種団体
(子ども会等)各スポーツ団体での負担が重複してしまう。 子ども会の在り方 スポーツ団体との 共存 スポーツクラブに入っている子が多い。 地域や子供会のイベントに参加出来ない。 

各種団体の共存。 
(スポーツ、子ども会) 
(親の負担) 

「「「「大人大人大人大人とととと子子子子どものどものどものどもの関関関関わりわりわりわり」」」」    学校への圧力をかけすぎ 
(親、マスコミ・・・) 学校への責任転嫁。結果として、学校側の自由度を奪い、子どもに跳ね返っている。(学校に早く登校できない) 

あこがれる大人の        存在。 学校で先生が、子どもを叱りずらい。 
(保護者の対応も大変そう) 保護者の モ ラ ル の 低 下    
 ↓ 子供のモラルに低下につながっているのでは？ 

他人の子どもを叱ることが出来る大人が少ない。 
(自分の行動に責任がないから？) 近くの山や海で、好き放題に遊ばせてやりたい。 先生方が困っている時、保護者が頑張っている時、一部ですが、年々、 ｢保護者の協力が得られない｣ 



ＰＴＡ連絡協議会との意見交換会 

８班 （１３名） ２８件 

 

 

 

 

活活活活 動動動動    ・ スクールボランティアの方々が、協力的。 ・ 田植え等、地域の皆様が、子ども達とコミュニケーションを充実している。 花いっぱい運動。 桜井キッズフェスタ。 
(バザー)   三校    ↓   二校 

ＰＴＡは、 保護者の会と思っている方々がいる。 図書支援 ボランティア 地域安全  パトロール。 花いっぱい運動。 

｢交通安全総ぐるみ｣ 学校を中心にした動きがある。 直接民主制と 間接民主制の問題。 
バザー＆ ふれあいフェスタ。 

あいさつ    運動 しめ縄作り。 オヤジの会。 
芋煮会。 道路(安全など) 公園など 

狩川クリーン       作戦 課課課課 題題題題    学校参加。 父親の 学校参加。 ８月の研究会の まとめの資料 参考に して下さい。 自治会単位 バザーを地区バザーにできないだろうか？ 子供の参加 
(小学校児童)への呼びかけ不足？ 子供が忙しい？ ボランティアの 保護者の 積極的活用 

地元ＯＢの 積極的な活用。 
(みどりのおばさん)学童等 交通安全 指導員の復活。 中学校、 中学生も どんどん巻き込む。 

まちづくり 検討委員会の資料 参考にして下さい。 地域を良くしようとするならば、 ご自分の足で 見てほしいです！ 



ＰＴＡ連絡協議会との意見交換会 

９班（８名） ４０件   環環環環 境境境境    地域の中で、子どもが通学するのに、危険な場所が多い。(狭い道にダンプ、トラック) 暗い場所、 人目につかない場所。 
地域の中で、 子供達がたまってしまいそうな所があるのが、不安要素。 横長の地域のため、 少数での登下校の区間が出てしまう。 

コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション    同じ自治会の中でも、 挨拶する、しない住民がおり、地域の希薄さを感じる。 生徒と教師の信頼がない。 教師間の信頼関係がない。 子供だけでなく、 保護者の考え方の温度差を感じます。 年々、子どもの保護者世代の地域への関心が薄い気がする。 

地域での出来事や協力してやらなければ、ならない事に、無関心な方がいる。 
(自分には関係ない) 見て見ぬふり的な傾向 子供達の遊び方の       変化による。 もっと地域行事に子どもの役割を与え、自分たちの住む地域に関心をもたせてあげたい。 

情情情情 報報報報    橘地区は、小田原の橋にある為、中心部とは離れた状態で、情報等が少ないような気がする。 学校からの情報提供は、どこまでなのか？ 
学校からの情報が少なく、保護者の中での情報交換が主で、正しく情報が伝わらない。 

親子親子親子親子 ((((地域地域地域地域 ))))のふれあのふれあのふれあのふれあいいいい    お祭りに子供が参加するが、中学生になると出なくなる。 融合 地域と学校が、 お互いの行事で 協力しあえる。 
子に注意しているが、 大人が見本を示していない方が多くなっている。 子供達の言葉遣い。 

二宮の図書館を よく利用する。 同じ学区内でも、 地域ごとの温度差もある。 
遊び場が少なく、 思いっきり遊べる場所が少ない。 習い物が多く、自由な時間が少ない。 

橘北→下中 橘南→前羽へ 教育委員会主催の研修会など、ＰＴＡとして出席は分かりますが、単学校事に教育委員会から説明にいらっしゃることなどはできないか？ 地域がら小田原のはずれの為、市内で起きた事件等だけでなく、二宮町、中井町の事例もいち早く知りたい。 
小田原市の中で、はずれにあるためか、いろいろな事が遅いように思える。 例えば、 子供たちの通学路が危ない所が多い。道路の狭さの割に大型車の通行が多い。 

学校から住民への情報提供の活発化。 
事業仕分けによってカットされる子供どもの為の市の行事について、市民(子ども)の意見は無視ですか？ 社会人教師の 採用で、豊かな人づくり 運営員しか学校へ関わろうとしていない。 地域の役員 学校の役員 いつも同じメンバーな様な気がする。 

農家の高齢化。 後継ぎ不足  ↓ 子、大人 地域性？ ふれあいを感じる。 地域の人たちの一部の方になりますが、子供たちのために協力して下さる方がいて嬉しい事です。 
地域の方から母校を思って、いろいろなアイディアを頂ける。 橘中学校区の中に、 中学１校、小学２校、幼稚園２園との関わりが、もてることが良い点。 

学校農園の充実で、 食育学習を！ 
子の遊ぶ場が少ない。 大人が閉ざしている？！ 教師の方の中で、 地域協力への 温度差がある。 

地域格地域格地域格地域格差差差差    

情報格情報格情報格情報格差差差差    

        地域協働力地域協働力地域協働力地域協働力    

((((親子親子親子親子のふれあいのふれあいのふれあいのふれあい)))) 

子子子子どもとどもとどもとどもと大人大人大人大人がががが    

育育育育ちちちち合合合合うためにうためにうためにうために    

((((現状現状現状現状のののの問題点問題点問題点問題点))))    



関東学院大学との意見交換会『若者が自治に関わる為にどうしたらいいか』 

１班  (９名) 38件 

 

 

 期期期期 待待待待    みなさんの声を聞きたい。 地域活動について 意見(希望)を提案 して欲しい。 町を楽しむ為に 何か望むことを教えて下さい。 体が動く若者が、 もっと大人と関わる町にしたいが。 地域行事への 積極参加を 期待する。 祭り(北条まつり) イベント(映画祭・掃除)に参加してますか？ 盛り上げ役は若者!! 小田原へもっと出てきてほしい。 
少しでも、小田原市に関わったことのある大学生が、まわりの友達にも参加を呼びかける。 
(大学生が行政に参加しやすくなるようなポスターをつくる。) 

若者に何ができるかということを示す。 
若者を主役に!! 

若者若者若者若者をををを    

    主役主役主役主役にににに!!!!!!!! 

必 要必 要必 要必 要 な こな こな こな こ とととと    まず、若者に興味を持ってもらえるようなイベントの企画。 例>下府中地区が行っているサッカー教室 
学校自らが 
(自治)地域参加するような企画をする 

学校と市のつながり 自治会に加入 近所付き合いを   大切にしていく どのような活動を行っているのか若者が知れるようにする!! 

情報提供 駅や電車の中など 若者が不特定多数 利用する所に掲示。 家族間で 自治の話題を。 地域との多くの 関わりをもつ!! ご近所付き合いを大切にし、そこから地域へと輪を広げていく。 地域の人同士が仲良くなければ、地域の活動に参加したいと思えない。 
市役所の人との 話し合いの場を 作る、増やす！ 小さい頃から地域への愛着をわかせるようにする。 

若者の自治会参加で特典など。 学生が興味のわきそうなイベントと自治会の話し合いを結びつけて行う。 課外授業！ 
(小学校) 若者が興味を 引くもの。 興味がわくもの 自治活動のポイントカード等を作成し、賞品を贈呈する。 自治会費の   学割制度 

(会費なしで) 
自治会などが何をやっているかということをもっとオープンにする。 市から 補助を全額に 

学校の授業で ｢自分の地域を知る｣ということをする。 地元スポーツチーム 市と協力して大学祭 
子どもが参加できるイベントを増やす 大学生、高校生などが、小学生、園児などと関わる場。 
(子供→子供) 若者の自治会を作る。 ショッピングモールや市の大きな施設所でのイベントを作る!! 

自 治自 治自 治自 治 会会会会    イ ベ ンイ ベ ンイ ベ ンイ ベ ン トトトト    提提提提 案案案案    



関東学院大学との意見交換会『若者が自治に関わる為にどうしたらいいか』 

２班  (９名) 28件 

 

 

 

 自治では  →自分から  →自分で とにかく  ・発信力  ・発言力 楽しく参加   できること 
自 治自 治自 治自 治 と はと はと はと は ？？？？    

大学での授業の一環にする。 
(単位取得とか･･･？) 自治に対して、 ＰＲ活動。 若者をターゲットにして有名スポーツ選手をよぶ！！ オープンスクエアということがあるコトを大学内などに掲示する。 →知らない人が多すぎると思うので。 携帯電話で すぐに情報が 得られるようにする。 

学 生 向学 生 向学 生 向学 生 向 け のけ のけ のけ の ＰＰＰＰ ＲＲＲＲ    

学生主導学生主導学生主導学生主導でできるでできるでできるでできる地域活性化地域活性化地域活性化地域活性化案案案案    ご当地 キャラクターを 考える。 コンペにせよ。 コンペで１位にならなかったキャラクターもどこかに展示する。 小田原の新名物を考案してもらう。 ・殿カフェ ・殿居酒屋 
自分の意見が反映させる事が大切。 

自治への入り口は、 身近にある。 →イベントへの参加 →公募への参加 →団体への加入 
イベントやボランティア等の窓口は。 

知人・友達が参加していること。 
(口コミ) 

できる所から すぐできる事。 ゴミ拾い 

自治会自治会自治会自治会へのへのへのへの入入入入 りりりり 口口口口    

※※※※ 特特特特 別別別別    大災害時の 避難等の想定 
地 域 独 自地 域 独 自地 域 独 自地 域 独 自 のののの 政政政政 策策策策    観光スポットに するのか。 小田原に住みたい人を増やすのか？ ボランティア参加で地域のみで使えるポイントなどをつくる。 若者にも関わる自治体の取り組み政策を作る。 特典をつける。 参加に対して。 横浜市で例として･･･ 各区で名産や観光などそれぞれの良さを争う。 

小田原の 高・中・小学生 とのかかわり 子供は、 子供のリーダーで 
小・中学生による ボランティア →(例)月に１回のゴミ    拾い登校 小田原には、学校がたくさんあるので学生が主体となってイベントをする。 

今今今今すぐできるすぐできるすぐできるすぐできるボランティボランティボランティボランティアアアア    


